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:
・
さ
わ
や
か
な
風
と
治
み
わ
た
る
秋
空
の
も
と
「
湘
南
ひ
ら
つ
か
野
外
彫
刻
展
」
が、
:
:
:会

AM
i---
十
月
十
六
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
、
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
:
:
:
ム
M

AM
--:
:
み
な
さ
ん
、
総
合
公
園
で
彫
刻
と
の
新
し
い
出
会
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

:
:
j
i
-
-AM

野
市
で
「
丹
沢
野
外
彫
刻
展
」

が
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

二
回
目
は
平
成
二
年
に
小
田
原

市
で
「
小
田
原
城
野
外
彫
刻
展
」

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
三
年
ご

と
に
一
回
聞
か
れ
て
お
り
、
今

回
で
三
回
目
で
す
。
な
お
、
今

後
の
予
定
は
未
定
で
す
。

入
選
作
ロ
∞
初
点
か
ら
大
賞
を

湘
南
ひ
ら
つ
か
野
外
彫
刻
展

は
、
昨
年
八
月
に
募
集
を
行
い
、

全
国
か
ら
四
百
十
一
点
の
マ
ケ

ッ
ト
(
模
型
)
作
品
が
寄
せ
ら

イベントはすべて参加自由。ただし、彫刻探検ツアーは、開始

時刻の10分前までに会場案内所(中央大池)前に集合。

イベン ト名 日 時 会場 内 壬F酬ヨ闘・

優秀マケット(模型)展
10月 16日出~24 日(臼)

長術館
入選作品20点を含む51点の優秀棋

9 時30分~16時30分 型作品を展示

野外コンサート
10月16日仕}、 23日(日)

総
16日(演奏家による金管五m奏)、

11日寺30づ子、 14院予 23日(演奏家による弦楽四毘奏)

お 茶 会(野 点、)
10月17日(日)、 31日(日)

1:企コh 
作品鑑11の合聞に、日本庭園でお

10時30分 茶を楽しむ(先着500人 )

彫刻探検ツアー
10月 17日・ 31日 ・11月14日

公
子供たちに作品鑑賞のヒントを与

{各自)11時、 13時30分 え会場を案内(先着50人)

パフォーマンス大道芸
11月 13日仕上 14日(日)

園
彫刻を背景に、国内外のパフォー

12時、 14時30分 マーが競演

関連イベントのご案内

れ
ま
し
た
。
今
年
の
一
月
二
十

七
日
の
務
査
で
、
入
選
作
品
二

十
点
(
左
設
の
と
お
り
)
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
マ
ケ
ッ
ト

(
模
型
)
を
も
と
に
、
作
者
に

実
物
を
製
作
し
て
い
た
だ
き
、

総
合
公
園
に
設
置
し
て
、
九
月

二
十
八
日
に
本
審
査
を
行
い、

入
選
二
十
点
の
中
か
ら
大
賞

一

点
、
準
大
口
一
点
、
優
秀
賞
四

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞
は
東
京
の

中
村
ミ
ナ
ト
氏

大
賞
は
、
東
京
都
港
区
に
お

住
ま
い
の
中
村
ミ
ナ
ト
氏
(
彫

刻
家
)
の
作
品

「
R
E
V
O
L

V
E
」
が
選
ば
れ
、
準
大
賞
に

は
鎌
倉
市
に
お
住
ま
い
の
池
田

徹
氏
(
美
術
家
)
の
作
品
「
隔

位
律
1
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
口
に
選
ば
れ
た
中
村
さ
ん

の
作
品
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

諜
材
に
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
形
態

を
組
み
合
わ
せ
た
ク
ー
ル
な
表

現
の
作
品
で
、
自
然
の
空
間
の

中
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
空
間

を
表
出
し
て
い
ま
す
。
中
村
さ

ん
は
「
野
外
空
間
を
載
(
た
)
っ

て
み
た
か
っ
た
。
ま
た
、
広
が

り
に
広
が
り
を
重
ね
合
わ
せ
て

み
た
か
っ
た
」
と
、
大
賞
の
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

多
彩
な
催
し
物

野
外
彫
刻
展
に
併
せ
て
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
合
公
闘
の
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
金
管
五
車
奏
や
弦
楽
四

重
饗
、
日
本
庭
園
で
は
お
茶
会

が
聞
か
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
に

は
、
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
彫
刻
を

探
す
探
検
ツ
ア
ー
が
、
ま
た
、

野
外
彫
刻
の
前
で
は
大
道
芸
が

披
露
さ
れ
ま
す
。
平
塚
市
美

術
館
で
は
、
入
選
作
品
二
十
点

を
含
む
五
十
一
点
の
マ
ケ
ッ
ト

(
模
型
)
展
が
聞
か
れ
ま
す
。

(
上
表
の
と
お
り
)

市
民
の
み
な
さ
ん
、
芸
術
作

品
と
親
し
む
よ
い
機
会
な
の
で

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
文
化
行
政
推

進
室
(
内
線
六
七
三
)

中村ミナト(東京都) REVOLVE 
池田 徹(鎌倉市)縞位律 l

鎌塚円代司{京都府)m光彩体
伺ヶ原良和(京都府)宙 IIー 海風
三製 イ111 (埼玉県)森の住人

水上初久(東京都)塑 域

池上 策(石川県)婿取不捻

佐藤慈お(愛知県)異民族の肖像

緑川やよい(稿品県) HOUSE. HOUSE 
渡辺行夫(北海道)円の拘束若

島田 徳一(愛知県)ナミトカゼノオトコ

~l'.C!; 健 二 (新潟県) SIRA別立トII
山崎 |燈(千葉県)向い合う存在

忽崎的災子(埼玉県)庭園師の夢

サナダサダヲ(芥川県)ゆれるカラム

花利 然(山北町)変わりゆく湘南

盟刀 志郎(横浜市)Crush Media ~5 
1京 一史(愛知県)記憶の風景

戸田裕介(広島県)相 11 対
宮崎甲(福岡県)集 合

大賞

準大賞

優秀賞
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• • • 大臣表彰の相原・中村さん
第 2回全国ボランティアフェステ

ィパル(福井市)で厚生大臣表彰を

受けた相原常治さんと中村芳枝さん

を、平盛孝子さん(南原)が取材。

四
之
宮
に
お
住
ま
い
の

相
原
常
治
さ
ん
は
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
障
害
者
救

髄
施
設
「
平
塚
ふ
じ
み
困
」

で
、
木
工
、
陶
芸
等
の
指

h
F

導
や
、
園
生
の
方
々
と
の

h
p
 市民軍ルポ

ー由F四屯盛盤

電炉司
‘
 

‘

野
菜
づ
く
り
な
ど
、
ボ
ラ

喝

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

一

い
ま
す
。

一

闘
で
は
、
盆
踊
り
や
文

一

化
祭
、
自
前
の
お
米
で
餅

一

っ
き
大
会
等
、
い
ろ
い
ろ

一

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
さ

一

ま
ざ
ま
な
面
で
、
手
取
り

一

足
取
り
、
実
地
指
導
を
し

一

て
い
ま
す
。
ご
自
分
も
楽

一

し
み
な
が
ら
、
毎
日
の
よ

一

う
に
通
っ
て
い
る
そ
う
で

一

す。

一

国
の
方
々
と
共
に
土
を

一

耕

し
、
共
に
汗
を
流
し

一

て
十
五
年
、
野
菜
の
収
穫

一

の
時
が
特
に
う
れ
し
く
、

一

ま
た
、
と
て
も
楽
し
い
と

一

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
お
ら

一

れ
ま
す
。
収
離
し
た
野
菜

一

は
近
所
の
方
が
買
い
に
く

・

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

• • 

吉
際
に
お
住
ま
い
の
中

村
芳
枝
さ
ん
は
、
昭
和
四

十
二
年
に
平
塚
市
点
訳
赤

十
字
奉
仕
団
に
入
団
し
、

こ
れ
ま
で
点
訳
活
動
や
奉

仕
団
員
の
育
成
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
二
十
六
年
間

に
点
訳
さ
れ
た
蔵
曹
は
八

十
四
冊
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

点
訳
、
漢
字
点
訳
、
て
ん

び
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
二

万
一
千
ペ
ー
ジ
に
も
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
、
仲
間
の

み
な
さ
ん
の
校
正
も
し
て

い
ま
す
の
で
、
手
が
け
た

盆
は
大
変
な
ペ
ー
ジ
数
に

な
り
ま
す
。
ご
自
宅
で
は

ほ
ぼ
毎
日
、
点
訳
機
に
向

か
っ
て
い
る
ご
様
子
で
す

が
、
「
盲
学
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る

の
亦
う
れ
し
く
て
、
疲
れ

や
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た。
長
い
間
に
は
、
ご
苦
労

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
お
二
人
と
も
、
本
当

に
明
る
く
、
温
か
い
お
人

柄
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
く
続

。
て
こ
ら
れ
た
自
信
と
、

喜
び
に
あ
ふ
れ
、

と
て
も

生
き
生
き
と
な
さ
っ
て
い

る
獲
が
印
象
に
残
り
ま
し

た。

• • • 
左が中村さん、右が相原さん

湘
南
ひ
ら
つ
か
野
外
彫
刻
展

は
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
四

百
十
一
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

個
性
あ
ふ
れ
た
現
代
彫
刻
二
十

点
が
選
ば
れ
、
十
月
十
六
日
か

ら
総
合
公
園
平
塚
の
は
ら
つ
ば

を
会
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
彫
刻
展
は
、
神
奈
川
県

と
市
が
共
催
で
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
昭
和
六
十
二
年
に
柴

• • • 



追
加
提
案
さ
れ、

承
認
さ
れ

た

。

(

敬

称

略

)

【
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
】

中
島
忠
正
委
員
が
九
月
三
十

日
に
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
後
任
と
し
て
同
誌
を
求
め

た
も
の
。

・
細
谷
民
澄
(
平
塚
市
龍
城
ケ

丘
3
1
5
)

【
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
}

滝
沢
市
内
三
委
員
が
九
月
三
十

日
に
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
後
任
と
し
て
同
意
を
求
め

た
も
の
。

・
白
井
品
宏
(
平
塚
市
日
向
岡

2
l
m
1
3
)
 

{
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
}

落
合
芳
夫
委
員
が
十
月
四
日

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の

後
任
と
し
て
同
意
を
求
め
た
も

の。・
飯
原
紀
一
(
平
塚
市
御
殿
3

l
m
l
2
)
 

【工
事
請
負
契
約
の
締
結
}

予
定
価
格
が

一
億
七
千
万
円

を
超
え
る
た
め
、
議
決
を
求
め

た
も
の
。

マ
南
防
波
堤
H
工
事
・:
一
億
九

千
三
百
六
十
四
万
円
束
E
建

設
工
業
株
式
会
社
横
浜
支
居

マ
日
間
山
公
園
整
備
工
間
中
(
展

望
レ
ス
ト
ラ
ン
・
建
築
)
:・
一二

億
九
千
百
四
十
万
円
成
瀬

・

阿
部
建
設
共
同
企
紫
体

マ
ふ
じ
み
野
南
立
回
幹
線
築
造

工
事
そ
の
6
:・
三
億
一
千
七
百

二
十
四
万
円
西
武
建
設
株
式

会
社
横
浜
支
庖

今
年
で
四
十
三
回
目
と
な
っ

た
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ

り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が

行
わ
れ
、
七
夕
ま
つ
り
を
楽

し
む
に
ぎ
わ
い
を
主
役
(
飾
り

物
)
、
脇
役
(
観
衆
)
と
い
う

関
係
で
し
っ
か
り
取
り
込
み
、

自
然
光
で
表
現
し
た
峯
尾
徹
さ

ん
(
二
宮
町
)
の
作
品
「
に
ぎ

わ
う
夜
の
七
夕
ま
つ
り
」
が
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。
応
諒
一
千

七
百
二
十
二
点

は
、
学
務
課
保
健
給
食
係

(内

線
二

九

こ

で
は
、
来
年
度
の

線
五
六
四
)
に
ご
連
絡
を
。
申
告
に
あ
た
り
、
平
成
五
年
ま

マ
対
象
昭
和
白
年
4
月
2
日

で

の

申

告

で
、
所
有
す
る
資
産
の

か
ら
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
取
得
価
額
の
合
計
が
百
五
十
万

ま
れ
、
市
内
に
住
民
登
録
し
て
円
未
満
の
方
(
事
業
所
)
に
対

い

る

幼

児

し

て

、

資

産

の

取

得

状

況

に

つ

い
て
照
会
し
て
い
る
。

照
会
状
の
届
い
た
方
で
、
五

年
中
に
所
有
す
る
資
産
に
増
減

の
あ
っ
た
方
、
ま
た
は
六
年
一

月
一
日
ま
で
に
そ
の
予
定
の
あ

る
方
は
、
十
一
月
十
日
(
水
)

ま
で
に
と
連
絡
を
。
な
お
、
連

絡
の
な
い
場
合
は
、
申
告
哲
の

送
付
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
ご
了
承
を
。

(2) 

幻
億
円
の
補
正

ちタの競演
最優秀賞に峯尾さん

今
同
の

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
紅
谷
町
立
体
駐
車
場
改
修

工
事
経
費
、
市
常
住
宅
建
答
準

備
経
政
、
道
路

・
街
路
事
業
政

な
ど
の
追
加
を
は
じ
め
、
国

・

県
補
助
金
の
内
定
に
伴
う
も
の

に
つ
い
て
措
置
し
て
い
る
。

こ
の
結
梨
、
今
岡
の
補
正
額

は
二
十

一
億

一
千
九
百
万
円
と

な
り
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
七
百
四
十
二
億
五
千
三
百
八

十
五
万
五
千
円
と
な
っ
た
。

平成5年寸 O月寸 5日

守
公平委員

白井昌宏氏

査

氏

審
一
冊

開

産

飯

資定

員
困

委

九
月
七
日
か
ら
開
会
さ
れ
て

い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、

二

十
八
日
審
議
を
終
え
閉
会
し

た。
今
会
議
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
や
工
事
詩
負
契
約
の
締
結

な
ど
十
六
案
件
が
審
議
さ
れ
、

審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
教

育
委
員
の
選
任
な
ど
三
案
件
が

日
月
お
日
(
月
)

マ
申
お
期
間

sm口
(
金
)

私
立
幼
稚
園
児
に
補
助

就
学
す
る
た
め

の
健
康
診
断
を

か
ら
日
年
4
月
1
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

マ
申
請
に
必
要
な
物
①
私
立

幼
稚
園
等
就
国
費
補
助
金
交
付

申
請
古
(
各
幼
稚
園
に
配
布
済

み
)
②
印
鑑
③
申
請
杓
に

記
入
し
た
預
金
通
帳

教
育
費
員
会
で
は
、
十
月

一

日
現
在
私
立
幼
稚
園
等
に
在
闘

し
、
次
に
該
当
す
る
図
児
の
保

護
者
に
保
育
料
の
一
部
を
補
助

す
る
。
学
務
課
学
郁
係
(
内
線

五
二
O
)
に
申
請
を
。

マ
対
象
昭
和
臼
年
4
月
2
日

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
の

四
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入
学

す
る
幼
児
を
対
象
に
、
体
の
発

行
や
健
康
状
態
を
把
樫
す
る
た

め
健
康
診
断
を
実
施
す
る
。

該
当
す
る
家
庭
に
は
既
に
通

知
mけ
を
送
付
し
て
あ
る
の
で
、

届
か
な
い
と
き
や
、
外
国
籍
の

幼
児
で
入
学
を
希
望
す
る
と
き

償
却
資
産
申
告

の
事
前
調
査
を

広報ひらつか

固
定
資
産
の
中
で
、
償
却
資

産
(
機
械
、
工
具
な
ど
)
の
申

告
は
毎
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

資
産
税
牒
償
却
資
産
係
(
内

(月
)
1

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学

事
係
(
内
線
五
三
ニ
)

4
月
1
日
ま
で
の
出
生

・
4
歳
児

(
2年
保

有

)

平

成
元
年
4
月
2
円
1
2年
4
月

1
日
ま
で
の
出
生

-
3
歳
児

(
3年
保
育
)
平

成
2
年
4
月
2
日
3
3年
4
月

1
臼
ま
で
の
出
生

マ
入
国
願
曹
配
布

(金

)
3

マ
入
国
願
mu受
付

時
、
須
賀
公
民
館

。
悩
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
ー
七
八
三

O

毎
週
月
S
金
昭
日
9
時
4
3
M
時
却
分

(
土
曜
日
は
口
時
i
m時
加
分
)

福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談
日
月
日
日

(
木
)
日
時
却
分
1
日
時
加
分
、
予
約

体

m

O
生
活
支
媛
相
鮫
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
t
金
昭

日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
刊
時
1
日
時
(
第
3
日
曜

日
は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相
談

毎
週
月
6
3
金
曜
日
9
時，
・3

四
時

。
婦

人

相

談

日

月
日
日

(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
却
分
3
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
善
小
学
枝
北
側
)

持

l
六
O
一
二

毎
迎
月
3
金
問
日
9
時
1
口
時
(
屯
話

に
よ
る
相
談
は
毎
週
月
1
土
曜
日
9
時

1
口
時
)

ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い

る
。
都
故
が
起
き
た
と
き
は
、

ま
ず
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活

係
に
ご
連
絡
を
。

マ
賠
償
責
任
保
険
(
損
害
賠
償

を
詩
求
さ
れ
た
と
き
)

-
身
体
賠
償

(
限
度
額
)
一

人
一
億
円
、
一
事
故
五
億
円

・
財
物
賠
償
(
限
度
額
)
一

事
故
五
百
万
円

マ
傷
害
保
険
(
け
が
な
ど
の
傷

害
を
負
っ
た
と
き
)

・
死
亡
保
険
金
(
限
度
額
)

一
人
一
千
三
百
万
円

-
後
退
傷
筈
保
険
金
一
人
一

千
三
百
万
円

1
三
十
九
万
円

・
入
院
保
険
金
一
日
三
千
円

・
通
院

保

険

金

一

日

二

千

円

市
内
の
市
立
・
私
立
幼
稚
園
田

・
五
歳
児
を
募
集
す
る
が
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

で
は
、
来
年
度
の
幼
稚
闘
児
を
市
立
幼
稚
園
は
一
年
保
育
の
た
一
マ
募
集
す
る
幼
稚
園
左
表
の
一

必
県
す
る
。
入
国
に
つ
い
て
は
め
五
歳
児
の
器
集
と
な
る
。
た

一
と
お
り

・

一

直
接
希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
に
お
だ
し
、
金
目
幼
稚
園
の
み
二
年
一
マ
入
国
で
き
る
幼
児
一

問

い

合

わ

せ

を

。

保

育

を

試

行

す
る
た
め
、
四
歳
一
・

5
歳
児

(
1年
保
育
)
昭
一

な
お
、
私
立
幼
稚
園
は
三

・

児
を
二
十
五
人
募
集
す
る
。
お
一
和
田
年
4
月
2
臼
3
平
成
元
年
一
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市
民
活
動
中
の
事
故
は

て対市
今補し民
月償て活
はし、動
各て市中
土也'V、ヵ~ ~こ
区る本起
で。人き
レにた
ク ィーに司王
リ わ故
エ つに

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
市
民
活
動
が
後
退
し
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
H

市
民
活
動
災

害
補
償
保
険
制
度
。
を
設
貯
、

叩
月
日
日

日
月
1
日

今年度は9月末までに47件が制度

の適用を受けており、年代別では小

学生が 1位で20件となっている。

市内の幼稚園一覧

最
近
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
は
じ
め
多
く
の
市
民
活
動
が

活
発
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

活
動
も
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起

き
る
と
被
害
者
か
ら
損
害
賠
償

を
諦
求
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
市
民
活
動
に
参

加
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
自
身

が
け
が
を
し
て
し
ま
う
ζ
と
も

あ
る
。

(其土)

(御殿)

(南盟問)

(土屋)

(小鍋島)

(南金問)

(夕陽ケ丘)

(天沼〉

(出制)

(大神}

(東八幡)

(大神)

(黒部丘)

(四之宮)

(真田)

(棋坂間)

(桜ケ丘)

(山寸ご)

(飯島)

(浅間町)

(型原町)

(平塚)

(河内)

(入野)

(地城ケ丘)

(束中原)

(岡断守)

(見附町)

(組〉

(松風町)

(下，Cd)

育英幼稚園

大神美里幼稚回

大野幼稚園

神田幼稚園

品部丘幼稔闘

さきとり幼稚園

さなだ幼稚園

前水学悶付属幼稚園

湘南桜ケ丘幼稚図

しらふじ幼稚園

つくし幼稚闘

つるみね幼稚園

道和幼稚困

なでしこ幼稚園

白鳥幼稚園

花乃幼稚園

花水幼稚園

束中原幼稚磁!

平岡幼稚園

平塚二葉幼維凪

平塚めぐみ幼稚園

松風幼稚副

炎患幼稚園

合市立幼稚園

合私立幼稚園

第 5寸3望号

さくら幼稚闘

ひばり幼稚樹

立田幼稚園

土屋幼稚園

城品幼稚園

金目幼稚園

港幼稚園

松原幼稚園
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大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
て

議-G2施設曇掌重量
三底報:底聴課」三車l翠 を盛三三 ___..，-

にぎわいを見せた昨年の茶会・中央公民館

5
午
後
5
時
、
中
央
公
民
館
2

階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
日
教
室
開
く

ご

日
教
室
」
が
十
月
三
十

一
日
(
日
)
、
中
央
公
民
館
で

聞
か
れ
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

(内

線
五

ニ
四
)
に
お
申
し
込
み

を。①
盤
長
午
後
1
時
3
4時、

先
着
初
人

期 日 内 容 時 間-

10月16日 (土) 音楽文化 14日寺~1 7時

背年音楽 18時30分~20時30分

17日 (日) 洋婁建 13時30分~16時30分

23日 (土) 日 ~t 12日寺30ラテ{ザ16日寺30景子

剣詩 努 1 8日寺~21時

24日 (日) アマービレ 13時30分~16時30分

30日 (土) 民謡 1 3時~15時

民舞 15時~17時

吟詠 18時~21時

詔幽 10時~16時

31日 (日) 奇術 10時~12時

合同公演 13時~17時

長唄 1 3時~17時

11月 3 日 (干兄) 三 曲 1 0時30分~16時30分

。芸能部門
②
人
形
ア
l
ト
フ
ラ
ワ

ー

午

後
1
時
5
4時
、
先
着
お
人

一
③
写
真
午
前
日
時

1
ロ
時
、

一
先
着
却
人

※会場は中央公民館ホール(謡 曲、長唄のみ小ホール)

ア
イ
デ
ア
弁
当

を

募

集

す

る

午
前
日
時
1
午
後
4
時
、
中
央

公
民
館
小
ホ
l
ル

・
川
柳

大

会

川
月
M
日
(
日
)

午
前
日
時
1
午
後
4
時
、
崇
善

公
民
館
2
階
会
議
室

・
茶
会

U
月
3
日
(
祝
)
午

前
叩
時
5
午
後
4
時
、
中
央
公

民
館
和
室

・
俳
句
大
会

日
月
3
日
(
祝
)

午
前
日
時

1
午
後
4
時、

M
N

ビ
ル
日
階
第
2
会
議
室

・
短
歌
大
会
日
月
3
日
(
祝
)

午
前
日
時

1
午
後
4
時
、
中
央

公
民
館
小
ホ
1
ル

・
ビ
デ
オ
、
映
写
日
月
3
日

(
祝
)
午
後
1
時

i
4
時
却
分、

美
術
館
講
堂

平
塚
市
文
化
祭
が
十
月
十
五
ん
で
も
ら
う
た
め
「

一
日
教
室
」

@
展
示
部
門

日
か
ら
十

一
月
三
日
ま
で
、
中
も
開
か
れ
る
。
秋
の

一
目
、
ご

・
写
真
、
書
道
、
鎌
倉
彫
り

央
公
民
館
を
中
心
会
場
に
聞
か
家
族
で
お
出
掛
け
を
。

日
月
初
日
(
水
)
S
M
臼
(
臼
)

れ
る
。

。
芸
能
部
門

下

表

参

照

午

前

9
時
泊
分

1
午
後
5
時、

こ
の
文
化
祭
は
、
み
な
さ
ん

@
文
芸
、
学
芸
部
門

中
央
公
民
館
2
階
市
民
ギ
ャ
ラ

の
日
ご
ろ
の
芸
術、

芸
能
、
文

・
華
道
展

叩
月
日
日
(
金
)

リ
1

芸
活
動
な
ど
の
成
果
を
発
表
し

i
m日
(
月
)
午
前
日
時

1
午

・

美
術
、
盤
景
、
ア
l
ト
フ
ラ

て
い
た
だ
く
た
め
行
っ
て
い
る
後
7
時
、
梅
屋
デ
パ
ー
ト
6
階

ワ
l
、

工

芸

叩
月
幻
日
(水
)

も
の
。
ま
た
、
文
化
祭
を
楽
し
・

鉄
道
模
型

叩
月
M
日
(
日

)

i
白
日
(
日
)
午
前
9
時
却
分

K
I
l
l
i
-
-…一1
1
1
1
1
1
1一一一
1
1
1
1
1
1
1u…|一
一

・
広
報
広
聴
課
で
は
、
観
光
パ
時

)
1
湘
南
平

t
西
図
告
館

ス
で
市
内
の
各
施
設
を
巡
る
施

(

同
日
は
平
塚
栗
原
ホ
l
ム
)

一一

設

見

学

会

を

聞

く

。

ー

北

部

学
校
給
食
共
同
調
理
場

一一

今
回
は
、
深
ま
り
ゆ
く
平
塚

1
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

一一

の
秋
を
車
窓
か
ら
眺
め
な
が

1
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

・…一一

ら
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
(
四
日
は
美
術
館
)

が
始
ま
る
湘
南
平
を
見
学
し
て
マ
定
員
各
話
人

(先
着
順
)

一

い
た
だ
く
ほ
か
、
昼
食
は
当
日
マ
持
っ
て
く
る
物

雨
具
、
昼

一一

市
内
の
小
学
校
に
出
さ
れ
る
給
食
代
百
九
十
円

一一

食
を
試
食
し
て
み
る。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

参

加

を

。

は

が

き

に

参
加
さ
れ
る
方
全
員

一

マ
期
日

日
月
ロ
日
(
金
)
、

の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話

一一

回
目
(
木
)
・

2
回
実
施

番
号
を
記
入
の
う
え
、
干
加
平

・一一

・
集

合

市

役
所
市
民
ホ
ー
ル

塚
市
浅
間
町
9
1
1

平
塚
市

:

午
前
8
時

日

分

広

報

広

聴

課

(内
線
三
一
五
)

一一

マ
コ
l
ス

市
役
所
(
午
前
9

へ
。

.一一

な
線
に
よ
り
、

よ
り
深
く
絵
本

の
世
界
の
魅
力
を
伝
え
る
展
覧

会
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
を
。

マ
会
期

日

月
幻
自
(
土
)

5
日
月
幻
臼
(
日
)

・
開
館
時
間

午
前
9
時
加
分

1
午
後
4
時
日
分
(
入
館
は
午

後

4
時
却
分
ま
で
)

マ
観
覧
料

一

般

五
百
円
、
高
・

大
学
生
三
百
円
、

小
・
中
学
生

百
円
マ
休
館
日
毎
週
月
曜
日

マ
問
い
合
わ
せ
先

美

術

館

(
電
話
回
|
一一一

一
一
)

産
業
ま
つ
り

(十

一
月
十
二

日
1
十
四
日
、見
附
台
体
育
館
)

の
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
出

品
す
る
お
弁
当
を
募
集
す
る
。

手
軽
に
作
れ
、

楽
し
さ
い
っ

ち
の
七
十
人
の
作
品
三
百

五

十

ぱ

い
の
お
弁
当

(主
食
は
米
)

点
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
特
別
を
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
。

展
H

オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ラ
ス
ト
レ

マ
部
門
、

経
費

(副
食
の
み
)

I
タ
ー
た
ち
展
。
で
、
百
五
十

①
行
楽
弁
当
五
百
円
以
内

点
の
絵
本
原
画
を
紹
介
す
る
。
②
幼
稚
園
弁
当

二
百
円
以
内

原
画
か
ら
し
か
見
る
こ
と
の
③
中
高
生
弁
当
四
百
円
以
内

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
④
勤
労
者
弁
当
四
百
円
以
内

加
え
、
鮮
や
か
な
色
彩
や
繊
細
⑤
シ
ル
バ
ー
弁

当

四

百
円
以

ボ
自

. AeOz民吻川吻側ぬ:再

H. G.ドゥーリング(ドイツ)

「ミシーの出発Jより

美
術
館
で
は
、
十
月
二
十
三

日

(
土
)
か
ら
、
企
画
展
。
m
m

イ
タ
リ
ア

・
ボ
ロ
l
ニ
ャ
国
際

絵
本
原
画
展
。
を
聞
く
。

ボ
ロ
l
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画

展
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
l
ニ

ャ
市
で
、
毎
年
四
月
に
聞
か
れ

る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

選
作
品
で
構
成
す
る
展
覧
会。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
国
籍
、
経
験

を
問
わ
ず
応
募
で
き
、
特
に
新

人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
発
表

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は

二
十
四
か
国
、
八
十
人
の
作
品

(日
本
か
ら
は
三
人
が
入
賞
)

が
選
ば
れ
た
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
こ
の
う

文
化
財
を
特
別
公
開

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財

保
説
強
調
週
間

(
十
一
月
一
日

1
七
日
、
文
化
庁
)
に
併
せ
て
、

市
内
に
あ
る
文
化
財
の
い
く
つ

か
を
特
別
公
開
す
る
。

各
公
開
地
で
は
、
自
由
に
見

学
で
き
る
ほ
か
、
解
説
宮
も
用

意
さ
れ
る
。
長
い
歴
史
の
中

で
、
造
り
出
さ
れ
受
け
継
が
れ

て
い
る
文
化
財
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
ご
見
学
を
。

マ
公
開
期
間

叩
月
白
日
(
日
)

5
日
月
7
日
(
日
)

・
時
間

午
前
日
時

1
午
後
3

時マ
公
開
す
る
文
化
財

・
光
明
寺

(
南
金
目

)

本

堂

内
厨
子
〈
国
指
定
重
要
文
化
財
〉

・
延
命
寺

(
上
吉
沢
)

地
蔵

菩
薩
半
蜘
像
〈
市
指
定
重
要
文
-

化
財
〉
・
宝
積
院

(
上
平
塚
)

上

平

塚
薬
師
裳
薬
師
如
来
立
像

〈市

指
定
重
要
文
化
財
〉

・
中
原
地
蔵
堂

(御
殿
)

地

蔵
菩
髄
坐
像
〈
市
指
定
重
要
文

化
財
〉
-
横
浜
ゴ
ム

(
追
分
)

横
浜

内⑥
米
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理

経
費
は
自
由

マ
出
品
物
の
搬
入
日
月
ロ
日

(
金
)
午
前
日
時
i
u時、

見

附
台
体
育
館
2
階
会
議
室

マ
応
募
先
農
産
課
営
農
指
導

係

(
内
線
五
四
三
)

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て、

監
査
委
員
小
宮
鹿
司

氏
、
福
岡
政
夫
氏
、
奥
山
晴
治

氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た。

{監
査
公
表
第
口
号
}

①
対

象

下

水

道
総
務
課
、
下
水
道

管
理
課
に
お
け
る
平
成
4
年
度

予
算
執
行

事

務

②

結

果

適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

人
事
異
動

(叩
月

1
日
付
け
)

マ
課
長
級
以
上
市
民
病
院
副

病
院
長
青
木
明
人

(市
民
病

院
副
病
院
長
兼
診
療
部
長
)
、

市
民
病
院
診
療
部
長
兼
脳
神
経

外
科
科
部
長
兼
救
急
医
療
部
科

部
長
石
山
直
巳

(市
民
病
院

脳
神
経
外
科
科
部
長
兼
救
急
医

療
部
科
部
長
)

ゴ
ム
記
念
館
〈
県
内
屈
指
の
近

代
洋
風
建
築
〉

マ
問
い
合
わ
せ
先

社

会

教
育

課
文
化
財
保
護
係

(内
線
五
二

八
)一10月納期の市税・手数料

。対象税等

・市県民税 (第 3期)
・国民健康保険税 (第 5期)

・国民年金保険料 (第 7期 )

・清掃し尿従怒手数料(第 7期 )

O納期最終日 11月 1H (月)

あなたの旭区で広聴パトロール 住所ガ変わったら異動の届け出を

住民異動届は、選琴、就学、国民年

金、国民健康保陵、予防接種、臼鑑証明

などのもとになる重要なものです。住所

ガ変わったときは、必ず刊日以内に届け

出をしてください。

届け出には、その方の氏名、住所、異

動し定年月日、従前の住所等ガわかるよ

うにし、本人言または世宇野主等ガ届け出る

ことになっています。うその届け出をし

たり、正当の理由ガ忽く届け出をおこだ

っ芝場合は、過料ガ科せられる場合ガあ

ります。

-担当市民課市民異動{系〈内線236)

..-

。10月20日(水)
• 10時 -12時南原公民館
・14時 -16時中原公民館

• 19時 -21時松が丘公民館

く)10月26日(火)
• 10時 -12時崇善公民館
・19時 -21時崇善公民館

(内線355)

お気軽に意見や要望を

広報広聴課広聴担当担 当



(4) 平成5年寸 O月寸 5日

観
客
動
員
数
、
人
気
度
な
ど

す
べ
て
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
J
リ
1
グ
。
来
シ
ー
ズ
ン

か
ら
そ
の
J
リ
1
グ
に
J
1
リ

ー
グ
か
ら
新
た
に
ニ
チ
1
ム
が

加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ニ
チ
l
ム
の
座
を
か
け
て

H

十
一
番
目
の
J
リ
1
グ
宣
言
。
を
し
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
今
シ
ー
ズ
ン
戦
っ
て
き
た
ベ

ル
マ
1
レ
平
塚
の
J
リ
ー
グ
入
り
ま
で
あ
と
ひ
と
押
し
と
な
っ
た
。

J
1
リ
1
グ
優
勝
に
続
き
、

ナ
ピ
ス
コ
カ
ッ
プ
で
も
J
リ
l
グ
の
チ
l
ム
を
相
手
に
善
戦
し
て
い
る
。

J
リ
1
グ
入
り
で
の
最

大
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
平
塚
競
技
場
の
改
修
工
事
も
今
月
か
ら
始
ま
り
、
市
民
応
援
団
の
熱

気
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
。
正
式
決
定
は
十

一
月
中
旬
と
な
る
。
が
ん
ば
れ
ノ
ベ
ル
マ
1
レ
平
塚

広報ひらつか第 513号

J
リ
1
グ
理
事
会
は
、
十

一

月
中
旬
に
三
チ
1
ム
の
①
ホ
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
状
況

②
チ
1
ム
カ
③
ホ
1
ム
タ
ウ

ン
と
の
関
係
④
経
済
的
基
盤

ベ
ル
マ
l
レ
グ
美
し
い
海
グ

チ
ー
ム
の
正
式
名
称
は
ベ
ル

マ
1
レ
平
揮
で
、
ラ
テ
ン
語
で

「美
し
い
」
を
意
味
す
る

「B

E
L
L
U
M
」
と

「海
」
を
意

味
す
る
「
M
A
R
E」
を
合
わ

せ
た
造
語
。「
英
し
い
海
、

美

し
い
海
色
」
を
表
し
、
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
平
塚
市
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。

前
身
は

「
フ
ジ
タ
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
」
で
、
日
本
リ
ー

グ
三
回
、
天
阜
杯
二
回
の
優
勝

テレI:"'#~君主川で政映
広報広聴課では、広報ビデオ「平塚の熱き

;t;:l・ベルマーレ平塚のサボーターたちjを制

作し、テレビ神霊祭川で放映する。内容は、ペ

ルマーレ平塚を応援するサボーターの活動を

追ったドキュメント。ぜひと吹いただきたい。

・放映日 10月初日〈土)午前11時45分~12時
・番組名 ζんにちは神奈川

経
験
を
持
つ
名
門
チ
1
ム。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
四
年

前
に
就
任
し
た
古
前
田
監
督
と

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
ニ
カ
ノ
l
ル
コ

ー
チ
が
、
選
手
を

一
か
ら
育
て

あ
げ
た
平
均
年
齢
二
十
三
歳
の

若
い
チ
l
ム
。
盟
か
な
運
動
量

v
 

と
ス
ピ
ー
ド
感
で
常
に
攻
撃
型

サ
ッ
カ
ー
を
展
開
し
て
い
る
。

昨
年
の
天
皇
杯
で
は
、
現
在

の
J
リ
1
グ
勢
を
破
っ
て
準
決

勝
に
進
出
し
、
全
国
的
に
フ
ジ

タ
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

d
fリ
ー
グ
で
優
勝

来
年
か
ら
の
J
リ
l
グ
入
り

を
希
望
す
る
三
チ
l
ム

(ベ
ル

マ
l
レ
平
塚
、
ジ
ュ
ピ
ロ
磐

田
、
柏
レ
イ
ソ
ル
)
が
参
加
し

て
の
J
1
リ
1
グ
は
、
五
月
三

十
日
開
幕
。

前
期
は
ベ
ル
マ
l
レ
が
得
失

点
差
で

一
位
、
ジ
ュ
ピ
ロ
が
二

位
。
そ
し
て
、
レ
イ
ソ
ル
が
四

位
で
折
り
返
し
た
。

八
月
三
十
日
か
ら
始
ま
っ
た

後
期
は
レ
イ
ソ
ル
が
勝
ち
負
け

を
繰
り
返
し
、
低
迷
し
て
い
る

中
で
、
優
勝
争
い
は
完
全
に
ベ

ル
マ
1
レ
と
ジ
ュ
ピ
ロ
に
し
ぼ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
優
勝
決
定
戦
と
目

さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ピ
ロ
と
の
対

戦
を
九
月
五
日
に
控
え
た

一

目
、
三
位
に
つ
げ
て
い
た
東
芝

と
の
試
合
に
勝
っ
た
直
後
、
同

時
刻
に
行
わ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ピ

ロ
対
京
都
サ
ン
ガ
戦
で
、
ジ
ュ

ピ
ロ
が
敗
れ
た
た
め
、
得
失
点

差
か
ら
ベ
ル
マ
l
レ
の
J
1
リ

ー
グ
初
優
勝
が
決
定
。
最
終
戦

で
も
J
リ
1
グ
入
り
へ
の
最
大

の
ラ
イ
バ
ル、

ジ
ュ
ピ
ロ
を

一

対
O
で
下
し
、
優
勝
に
躍
を
添

え
た
。{
J
1
リ
l
グ
最
終
成
績
}

①
ベ
ル
マ
1
レ
平
塚

国

勝

2
敗
②
ジ
ュ
ピ
ロ
磐
田

M

勝
4
敗

③

東

芝

日

勝

7
敗

④
大
壊
製
東
日
勝
8
敗

⑤

柏
レ
イ
ソ
ル

9
勝
9
敗

⑥

富
士
通

8
勝
叩
敗
⑦
ヤ
ン

マ
1

7

勝
目
敗
③
東
京
ガ

ス

7
勝
日
敗
⑨
中
央
防
犯

6
勝
ロ
敗
⑮
京
都
サ
ン
ガ
2

勝
目
敗市

民
応
援
団
は

位
人
目
の
選
手

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
に
は
、
砂
十

二
人
目
の
選
手
。
と
い
わ
れ
る

「サ
ボ
l
タ
l
ズ
ク
ラ
ブ
」
が

あ
り
、
既
に
五
千
人
が
登
録
済

み
。
ま
た
、
八
月
に
は
周
辺
市

町
村
の
各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、

個
人
の
参
加
か
ら
な
る

「湘
南

ベ
ル
マ
I
レ
市
民
応
援
団
」
が

結
成
さ
れ
て
い
る
。

会
フ
ジ
タ
サ
ボ
l
タ
l
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局

(総
合
公
園
管
理
事

務
所
内
・
電
話
訪
|
七
四

O
一)

公
湘
南
ベ
ル
マ
l
レ
市
民
応
援

団
事
務
同

(稲
沢
正
人
代
表
・

屯
話
お
|
二
五
七
六
)

相模川沿いの

出会いの道
小林光子さん(田村)

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

に
心
が
と
き
め
き
ま
し
た
。

今
年
は
花
冷
え
が
続
い
た
た

め
満
開
と
な
っ
た
サ
ク
ラ
が

長
持
ち
し
、
淡
い
ピ
ン
ク
の

ト
ン
ネ
ル
の
下
を
歩
く
と
き

は
壮
観
で
し
た
。

帰
り
の
道
は
、
相
模
川
の

ゆ
っ
た
り
し
た
流
れ
を
横
目

に
、
大
き
く
手
を
振
り
な
が

ら
土
手
を
歩
き
ま
す
。
フ
ジ

タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
の
緑
が

自
に
し
み
、
サ
ッ
カ
ー
少
年

の
元
気
な
姿
に
、
自
然
と
足

に
勢
い
が
増
し
ま
す
。
ア
ユ

解
禁
か
ら
は
釣
り
人
の
姿
も

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
が
新
し
い
発
見
で

す
。
四
季
折
々
の
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
感
じ
な
が
ら
歩

貯
る
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
と
も
な
り
、
最
高
の
幸

せ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課
「私
の
好
き
な
散
歩

道
」係

みん怠遊びにおし、'でよ/青年
フェスティJ，}レ

10月24日(日)
午前10時~

総合公園平塚のはらっぱ

マジックショー
(出演.ナポレオンズ)

アマチユアバンドコンテスト
タンスコンテスト
クイズ

スーHービンゴ

とき

ところ

日時

d色、+目
立三A勿

.展示

背少年課(内線763)-問い合わせ32-7029) 百少年会館(也話-問い合わせ
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主 「 たレる年のはさで家
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Eで て家 1み選 ) け作
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広報ひらつか平成5年寸 O同 15日(5) 

み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
オ
l
エ
ス

18，500人収容のスタジアムに

地区レクリエーション大会

ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
の
ホ
1
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
平
壕
競
技

場
の
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。

市
で
は
平
成
四
年
、
「
平
塚

市
に
ブ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
1
ム
を

誘
致
す
る
会
」
を
つ
く
り
、
地

域
の
活
性
化
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
と
触
れ
合
え
る
邸

境
づ
く
り
の
た
め
支
援
し
て
き

た
が
、
ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
の
J

リ
l
グ
加
入
に
平
塚
競
技
場
の

改
修
整
備
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
た
た
め
、
九
月
定
例
議
会
で

ス
タ
ン
ド
等
の
改
修
工
事
の
承

認
を
得
て
、
工
事
に
岩
手
し

た
。
工
事
完
成
は
来
年
二
月
末

の
予
定
。

改
修
工
事
は
、
鉄
骨
三
階
建

て
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
南
北

両
側
を
延
ば
し
、
立
ち
見
四
百

席
を
含
め
、
五
千
九
百
席

(現

ー
シ
ョ
ン
大
会
が
聞
か

れ
ま
し
た。

大
人
か
ら
子
供
ま
で

の
幅
広
い
世
代
の
方
が

一
緒
に
な
っ
て
、
地
区

ご
と
に
趣
向
を
灘
ら
し

た
催
し
物
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。

在
三
千
三
百
四
十
八
席
)
の
観

か

、

南
北
両
サ
イ
ド
に
は
手
す

覧
席
を
段
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
り
を
つ
け
た
立
ち
見
席
七
千
三

れ
ま
で
芝
生
席
だ
っ
た
パ

ッ
ク
百
席
を
設
け
る
。

ス
タ
ン
ド
は
鉄
骨
二
階
建
て
で
こ
の
ほ
か
、
四
基
あ
る
夜
間

五
千
三
百
席
(
そ
の
中
で
立
ち

照

明

の

照
度
を
こ
れ
ま
で
の
六

見
は
八
百
席
)
を
設
貯
る
ほ

百
勺
か
ら
一
千
五
百
勺

に
改

や
や
エ

=
I
Z
+由γ
ま
+
山
中
申
や
よヱ
キ
平
や
ま
や
ま

修
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の
芝
も
高

麗
芝
か
ら
洋
芝
に
は
張
り
替
え

る
。
こ
の
改
修
で
、
ホ
I
ム
タ

ウ
ン
施
設
と
し
て
の
J
リ
1
グ

加
入
条
件
は
す
べ
て
満
た
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

市
野
昭
一
さ
ん
(虹
ケ
浜
)

見
事
な
コ
ー
ナ
ー
ワ
l
ク
で
走
り
抜
け
る

復はがきで

| 美術館1

(花水川橋の平線

【発掘 ・原口遺跡】

・期間 10月16日(土) ~30日(土)

・スライド上映 10月17日(n) 13時

~14時、 15時~16時

・現地J説明会 10月24日

分~14時30分

【古代遺跡を探す会展】

・期間 11月 2日 (火) ~27日

(日) 13fey30 

。11月 7日 (臼) 10時、14時、中央館
「ホームアローン 2J 119分。11月14日(日) 10時、 141時、中央館
「やさしい愛をくださいJ 41分

・会土曜観察会
会16ミリ映写機操作技術講習会 • 

晩秋の応入河川敷を歩く。参加自由
・口時 11月13臼{土) 9 時~16時50 : ・日時 11月 6日 (土)

分 ; ・w合 平線駅北口階段下 ・13時50分 i
・会場 中央館 3階会議室 j ・持ってくる物筆記用具、 B5版の : ・投影期間 9月11日 (土)~ll月 14
・定員 市内にお住まいお勤め、また ・ 紙ばさみ、虫めがね : 日(LI )の七、円曜日

は通学している方30人〈先お)1臥〉 ・ . ・ 投)~時間 11時、 14時 (45分)
j食体験学習「紙すき」

・テキスト代 500円 ・観覧券 当日 9時から 1階カウンタ

・申し込み 中央館 1階視聴党ライブ ; ・il時 11月10臼(水) 9 時~15f時 : ーで発:;，1;0 100円

ラリー :・会場 博物館科学教室 ;北開館時間 9 時~16時50分
公開館時間 j ・定員 20人〈抽選> :公休館日 制迎月I似口、 月末

火~ 円l縦円 9 時~16時50分 ;・参加料 800円 :台博物館

(金附日のみ 貸出主主と芸書考告は 91時 j・申込期限 10月27F-I (水)までに往 j 〒加洩1m町12 41 屯話33 5111 

・・4・4・4・・・・・・・・・.・・.・・・4・・・・・・・・・.・・・・4・・・4・・・・4砂・4砂・..~・・4砂.~・・・4・4・・・・...~・・・・・4砂・4砂

イF>.J<J11 roJ口

平壊海岸

(土)

会秋期特別展「公募写真展J
相模川流域の自然と文化をテーマと

した写真の展示会。

・期間 11月 9 日(火) ~12月 12 口 (FJ)

・会場博物館特別展示室

会プラネタリウム 「星の一生j

0415 

!簿物館|
会星を見る会

め削叩で鈍迫撃体天を起
一

白

土

5

と
臨
月

座

自

口

組
一
加

の

多

時

場

秋

。

日

分

会

る
・

'l1l:1舌31

~18時50分)

合休館日 毎週月曜日、月末

会中央図書館

〒254浅間町12-41

品)】

・期間 11月11日(木)~161-1 (火)

公開館時間 9 時30分~16時50分

食休館日 毎週月曜日

W美術館

〒加西八幡1ω1-3

(金) 19時~20時30

博物館科学教室、民上

会映画会

会ワークショップ「色の不思議J
コチニールという虫から染まる「あ

かJ、棋から「あか」が染まるあかね。
このニつの「あか」を取りあげ、染色

について体験学習する。

-日程 11月 7 日~20日の毎週土 ・ 日

Bo1目、全 4回

・時間 10時~16時30分

-会場美術館アトジエB

-定品 20人く抽選〉

-材料費 2.000円

・申込期限 10月26臼(火)までに往

復はがきで。(1人 1枚)

食レクチャー「絵画を読むJ
常設展示室にある絵両鑑臼のポイン

トをみつける。

・期日 11月 27日(土)

・時間 11 時~12 時(第 1 回)、 14時~

15時(第2回)

・会場常設展示室、アト υェ
・定員 各15人〈抽選〉

-申込期限 11月13日(土)までに往

復はがきで。(1人 1枚)

会市民アートギャラリー

【湘南ひらつか野外彫刻展俊秀マケッ

ト展(彫刻)】

-期間 10月16日(土) ~24 日(臼)

【第29回神奈川県美術展平塚巡回展

(絵画、 工芸、曹、写真、彫刻)】

・期間 11月 4日 (木) ~9 日(火)

【平縁市幼小図工作品展(絵画、 工作

屯括35-2111
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